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一 
昭
和
六
十
年
当
時
、
非
加
熱
製
剤
を
薬
事
法
に
基
づ
く
禁
止
措
置
と
し
て
講
じ
な
か
っ
た
の
は
、
非
加
熱
製
剤
は
血
友
病

患
者
の
治
療
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
の
回
答
で
あ
る
が
、
昭
和
六
十
年
全
国
の
血
友
病
患
者
が
必
要
と
し
て
い
た
非
加
熱
製

剤
は
第
Ⅷ
因
子
製
剤
が
年
間
一
億
単
位
及
び
第
Ⅸ
因
子
製
剤
が
年
間
二
千
万
単
位
と
の
回
答
で
あ
る
。 

二 

社
団
法
人
日
本
血
液
製
剤
協
会
を
通
じ
て
の
証
明
書
添
付
指
示
が
薬
事
法
に
お
け
る
非
加
熱
製
剤
の
禁
止
措
置
を
取
ら
な

い
理
由
と
な
る
法
的
根
拠
が
何
処
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
法
的
根
拠
が
あ
る
な
ら
示
し
て
ほ
し
い
。 

こ
れ
は
一
ヶ
月
平
均
一
千
万
単
位
の
必
要
量
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
加
熱
製
剤
販
売
開
始
の
昭
和
六
十
年
八
月
に
は
二
千

三
百
万
単
位
の
供
給
量
（
検
定
合
格
量
）
が
あ
り
、
そ
の
後
九
月
、
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
の
五
ヶ
月
間
で
七
千
四
百
万

単
位
の
加
熱
製
剤
の
検
定
合
格
量
が
あ
っ
た
と
の
事
で
あ
れ
ば
、
昭
和
六
十
年
八
月
の
時
点
で
も
遅
く
と
も
昭
和
六
十
一
年

の
時
点
で
も
非
加
熱
製
剤
を
薬
事
法
に
基
づ
く
禁
止
措
置
と
し
て
講
じ
て
も
当
時
の
血
友
病
患
者
は
な
ん
ら
困
ら
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。 

今
回
の
回
答
で
あ
る
「
非
加
熱
製
剤
は
血
友
病
患
者
の
治
療
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
」
か
ら
薬
事
法
の
禁
止
措
置
を
取
ら
な

か
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
回
答
は
ウ
ソ
で
あ
る
と
考
え
る
が
国
の
見
解
を
求
め
る
。 
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る
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